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鹿角市立草木小学校 ３月２０日（火）に修了式を行いました。１年生から５年生までの２２名
TEL:0186-37-2120 一人一人に，卒業証書授与式と同じように壇上で修了証書を渡しました。
E-mail:kusagi-es@ink.or.jp ４月から１学年上の学年に進級するわけですが，草木小最後の在校生とし

て，最後の一年間を有意義に過ごしてほしいと願っています。

「皆勤賞」の紹介です！ この１年間休まないで頑張りました。
・２年 工藤 柚羽さん 藤田 結咲さん ・３年 黒澤 悠真くん 佐藤 優衣さん

雪解けが一気に進み，草木の山々にも春の息吹が感じられる１６日（金）に， ・４年 黒沢 惇人くん ・５年 大森 舜弥くん ・６年 柳館 海杏さん
卒業生３名が草木小学校を巣立ちました。「歌と呼び掛けが大変立派だった。」「特
に卒業生の歌『旅立ちの日に』には心を揺さぶられた。」「最高に感動した。」等，
来賓の皆様から多くの賞賛の言葉をいただきました。大好きな卒業生と別れるの
がつらくて，式の最中や玄関前での見送りの際に涙を流す在校生もいました。 卒業式，修了式を終え，子どもたちは春休み（卒業生は中学校への準備期

卒業生には草木小学校で身に付けた確かな力を，進学先の中学校でも十分に発 間）に入っています。この春休みは，｢この１年間を振り返り，次の学年の
揮してがんばってほしいです。また，卒業する保護者の皆様には，今まで我が子 準備をする期間」です。春の陽気に誘われがちですが，きまりを守り安全で
ばかりでなく学校全体のために多くのご協力をいただきましたことに，深く感謝 規則正しい生活を送れるように，ご家庭からまた地域の方々からも温かく，
申し上げます。 そして，時には厳しい眼差しで見守ってくださればと思います。

＜春休み期間＞ ～４月４日（水） ＜十和田中 入学式＞ ４月６日（金）

5 日(木) 新任式 始業式 入学式
なかよし登校～13日

6 日(金) なかよし子ども会
11 日(水) 交通教室 委員会
12 日(木) 全校集会 児童会任命式

４年生の黒沢優人くんが作った 14 日(土) ＰＴＡ授業参観・総会
標語が，鹿角地域生研主催のマナ 17 日(火) 全国学力学習状況調査

年度末の教職員人事異動により，次の３名の職員が，定年退職・新採用・転出 ー向上標語コンクールで入選しま 18 日(水) 振替休業日（4/14 PTA）
されることになりました。本校のためにご尽力された３名の方々に対し，深く感 した。作品は標語ポスターに印刷 19 日(木) 集金日 ～ 20 日
謝するとともに，新天地でのさらなるご健勝とご活躍を祈念いたします。 されて，各所に掲示されています。 地域訪問Ⅰ クラブ

20 日(金) 午前授業，給食なし
25 日(水) 委員会
27 日(金) 地域訪問Ⅱ
29 日(日) 昭和の日
30 日(月) 振替休日

３月２４日（土），花輪のＭＩＴプラザで開催さ
３月１０日(土)，６年生３名が，東 れた「第１回子ども語りべのつどい～むがしむが

北自動車道花輪サービスエリア上り線 しあったど～」に，４年生３名が出演しました。
で行われた「終冬期の交通安全キャン 工藤 心桜さんは「草木の雨乞い」を，佐藤 瑛
ペーン」に参加しました。ネクスコ東 汰くんは「八郎太郎と鹿角の神々との争い」を，
日本の社員や県警高速隊の皆さんと一 藤田 優雅くんは「馬の尻穴をのぞいただんなさん」
緒に，啓発パンフレットを配ったり， を情感豊かに語り，観客の皆さんから大きな拍手
｢草木っこ米｣を販売したりしました。 をいただきました。３名の挑戦は天晴れでした！

「寄付のご紹介」 ３月７日
２９年度十和田地区後厄実行委員会より，学校

へ寄付金（２万円）をいただきました。大切に使
わせていただきます。ありがとうございました。
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